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大学むら「サンタウン竹ケ鼻」（学生向けアパート）から北を望む（竹ケ鼻町）
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第11回　ブラジルのことわざ

彦根の皆さん、こんにちは！
ワールドカップでブラジルが優勝したことは、私にとっ
てとてもうれしいことです。でも、それ以上にうれしかっ
たのは、日本と韓国の人たちが、みんなサッカーを思い切
り楽しんだことです。「アジアで初めてのワールドカップ」
は、ブラジル出身の私には違和感があったけど、今は心か
らよかったと思っています。

◆みんな違う「当たり前」

母国ブラジルを離れて暮らしている私は、ブラジルで
「当たり前」でも、日本ではそうでないことにいろいろ気
づきます。皆さんも、毎日の生活で外国との違いに気づく
ことがあるのではないでしょうか。
私の国ブラジルは、100を超える国から来た人たちによ
ってつくられた国です。ブラジルは世界のさまざまな国の
人たちが持ち込んださまざ
まな文化、習慣の影響を受
けました。そして現在は、
みんながブラジル人として
生活をしています。こんな
ルーツを持つ国ですから、
みんなが仲良く生活していくためには、自分の考え方、感
じ方を「当たり前」と思わないようにするのは、大事なこ
とです。
現在、彦根では世界のいろいろな国から来た外国人が生
活していて、その数は1，600人を超えます。日本とは異
なった社会制度、友達とのつきあい方など、日本について
わからないことがたくさんあるはずです。話し合うことを
大切にして、自分たちのすばらしさと相手のすばらしさを
見出し、尊重することができれば、彦根はもっと良いまち
になると思います。

◆ブラジルのことわざと日本のことわざ

さて、今回はブラジルのことわざを紹介したいと思いま
す。

◇“Quem
ケン

canta
カンタ

, seus
セウス

males
マリス

espanta
エスパンタ

”

直訳すると、「歌う人は、災いを遠ざける」。日本のこと
わざでは、「笑う門には福来たる」が近いでしょうか。
ブラジルのまちでは、道を歩く人たちがよく歌を歌って
います。だれかとすれ違うたびに違う歌が聞こえるほどで
す。また、ブラジルの男性は、大人も子どもも、美しい女

性を見かけると、歌を歌って、きれいな女性に出会ってう
れしいと思う気持ちを表現します。日本でこんな人がいれ
ば、すこし変に思われてしまうかもしれませんね。でも、
ブラジルの人たちは、こういう風景を見ると、“Quem

canta, seus males espanta”と思って、いっしょに楽しい
気持ちになるのです。

◇“A
ア

união
ウニアオ

faz
ファス

a
ア

força
フォルサ

”

直訳すると、「共同は力を実現する」。日本のことわざで
は、「三人寄れば文殊

もんじゅ

の知恵」が近いでしょうか。
ブラジルはいろいろな国から人が集まってできた国で、
日本のように古くからの共同体や、仲間意識のようなもの
はありません。ですから、みんなで何かをするときには、
“A união faz a força”と声をかけあって、お互いに協力す
る雰囲気をつくるのです。

◇“Gosto
ゴゥスト

não
ナウ

se
セ

discute
ディスクゥチ

”

日本語にすると、「人の好みについては討論しない」。日
本のことわざでは、「蓼

たで

食う虫も好きずき」が似た意味で
しょう。
ブラジルは世界のさまざまな国からやってきた人々でで
きた国ですから、「これが常識です」と言えることは多く
ありません。そのため、いろんなところで意見が食い違う
ことになりますが、中でも「サッカー・政治・宗教」の三
つのテーマについては、レジャータイムには討論をしない
ようにします。なぜなら、どこまで話しても意見が合わず、
最後にはけんかになって、みんなで楽しむ雰囲気でなくな
ってしまうからです。そのため、例えばバーベキューをし
ているときにこの話題が出ると、だれかが“Gosto náo se

discute”と言って、話題を変えるようにうながします。

◇“Quem
ケン

cala
カラ

consente
コンセンチ

”

日本語にすると、「発言しない人は賛成している」。たと
え本心では反対でも、意見を言わない限りは賛成している、
という意味です。
ブラジルの人は、初めて会う人に対しても「自分はこう
思う」ということをはっきり言います。その時に大事なの
は、笑顔や視線などで、相手を尊重していることをそれと
なく伝えることです。仮に反対の意見を言ったとしても、
相手を尊敬する気持ちに変わりはないはずです。
知らない人と話すのは少し勇気がいる冒険です。けれど
も、意見を言い合ってお互いをもっと知ることができれば、
きっと気づかなかった相手のすばらしさに出会えると思い
ます。
いかがですか。こうして比べてみると、同じような意味
のことわざでも、日本とブラジルでは少し違う使われ方を
することもあるようです。ことわざを通して、その国の文
化や考え方が分かるかもしれませんね。皆さんの好きなこ
とわざやおもしろい警句があれば、ぜひ教えてください！　

Ate'o
アテオ

mes
メス

que
ケ

vem
ベン

!また来月に会いましょう！
（「ポルトガル語・最初の一歩」はお休みします。）

（彦根市国際交流員　上甲
じょうこう

イウカ）
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次回のこの欄に登場するのは、あなたかも？

身近なニュース、まちの話題などをお知らせください

市情報政策課広報係☎22-1411（内線431）

マイク＆カメラ　市民インタビュー室
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右
か
ら
純
士
さ
ん
、
妹

の
有ゆ

里り

さ
ん
︵
城
東
小

３
年
︶
、
角
佳
宣
さ
ん

︵
同
６
年
︶

▲

学
芸
員
の
説
明
を
、
熱
心
に

聞
く
子
ど
も
た
ち

▲

ぼ
く
は
今
、
学
校
で
織
田
信
長
の
こ
と
を
習
っ
て
い

ま
す
。
織
田
信
長
の
建
て
た
安
土
城
の
こ
と
や
、
い
つ

も
見
て
い
る
彦
根
城
の
こ
と
を
も
っ
と
勉
強
し
た
く

て
、
彦
根
城
博
物
館
の
「
子
ど
も
歴
史
相
談
室
」
へ
行

っ
て
来
ま
し
た
。

歴
史
相
談
室
は
、
博
物
館
の
学
芸
員
さ
ん
が
歴
史
に

つ
い
て
い
ろ
い
ろ
教
え
て
く
れ
る
催
し
で
す
。
学
芸
員

さ
ん
は
、
い
つ
も
彦
根
藩
の
資
料
を
調
べ
た
り
し
て
い

る
、
歴
史
の
専
門
家
で
す
。

歴
史
相
談
室
へ
は
、
同
級
生
の
角す

み

佳よ
し

宣の
ぶ

く
ん
や
妹
と

い
っ
し
ょ
に
行
き
、
い
ろ
い
ろ
質
問
し
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、「
安
土
城
や
彦
根
城
に
は
ど
ん
な
大
名
が

来
た
の
で
す
か
」
と
質
問
し
ま
し
た
。
学
芸
員
さ
ん
は
、

「
安
土
城
は
信
長
の
城
で
、
信
長
の
家
来
の
羽
柴
秀
吉

な
ど
た
く
さ
ん
の
大
名
が
い
た
け
ど
、
彦
根
城
に
は
ほ

と
ん
ど
大
名
は
来
て
い
ま
せ
ん
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
徳
川
幕
府
の
将
軍
は
、
大
名
同
士
が
仲
良
く
な
っ

て
、
将
軍
に
逆
ら
う
相
談
を
し
な
い
よ
う
に
、
つ
き
あ

い
を
禁
じ
て
い
た
そ
う
で
す
。
ぼ
く
は
、
彦
根
城
に
は
、

全
国
の
大
名
が
お
お
ぜ
い
来
た
と
思
っ
て
い
た
の
で
、

と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

博
物
館
に
展
示
し
て
あ
る
「
関
ヶ
原
合
戦
図
屏び

ょ
う

風ぶ

」

を
学
芸
員
さ
ん
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
見
る
こ
と
も
で

き
て
、
ま
た
少
し
歴
史
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

﹁
ま
た
少
し
歴
史
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
﹂

城
東
小
学
校
６
年

中
村
純あ

つ

士し

さ
ん
（
河
原
一
丁
目
）

彦
根
城
、
玄
宮
園
、
夢
京
橋
キ
ャ
ッ
ス
ル
ロ
ー
ド
…
、

彦
根
に
は
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
観
光
地
を
視
覚
障
害
者
の
皆
さ
ん
に
も
も
っ
と

楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
点
字
の
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

を
作
成
し
、
市
の
施
設
に
置
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

私
た
ち
「
彦
根
点
字
グ
ル
ー
プ
」
は
、
会
員
数
が
現

在
15
人
。
20
年
以
上
も
活
動
を
続
け
て
い
て
、
視
覚
障

害
者
福
祉
協
会
発
行
の
機
関
紙
の
点
訳
な
ど
を
し
て
い

ま
す
。

点
字
は
、
１
マ
ス
（
５
㎜
×
７
㎜
︶
に
６
つ
の
突
起

で
か
な
１
文
字
を
表
し
ま
す
。
漢
字
は
な
い
の
で
、
言

葉
と
言
葉
の
間
の
ス
ペ
ー
ス
が
、
意
味
を
伝
え
る
の
に

大
切
に
な
り
ま
す
。
文
法
と
の
関
連
や
マ
ス
あ
け
な
ど
、

点
字
の
表
記
に
は
細
か
い
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
て
い

て
、
正
し
く
点
訳
す
る
の
に
苦
労
し
ま
す
。

以
前
に
、
名
古
屋
の
視
覚
障
害
者
の
皆
さ
ん
と
彦
根

城
天
守
に
登
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
、「
名
古
屋
城

と
違
っ
て
、
江
戸
時
代
の
雰
囲
気
が
伝
わ
る
ね
」
と
言

わ
れ
る
の
を
聞
い
て
驚
き
ま
し
た
。
視
覚
障
害
者
の
中

に
は
、
空
気
の
流
れ
を
感
じ
て
近
く
の
建
物
の
高
さ
が

分
か
る
人
も
い
る
と
い
い
ま
す
。
そ
の
人
も
、
全
身
で

彦
根
城
の
何
か
を
感
じ
て
い
た
よ
う
で
す
。

私
た
ち
の
作
っ
た
冊
子
、
視
覚
障
害
者
の
皆
さ
ん
が

彦
根
を
楽
し
む
一
助
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
ね
。

﹁
風
、
香
り
、
彦
根
の
何
か
を
感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
﹂

彦
根
点
字
グ
ル
ー
プ
　
津
野
幹み

き

子こ

さ
ん
（
日
夏
町
）

後列左から

沢村俊
とし

子
こ

さん、津野さん

前列左から、

水野温
はる

子
こ

さん、渡辺寿
ひさ

代
よ

さん、菅
すが

沼
ぬま

正
まさ

子
こ

さん

▲

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、
点
訳
を
す
る
皆

さ
ん

▲
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老
　
人
（
65
〜
69
歳
） 

　　　　　　　　　　　　　※彦根市で所得が把握できない場合は、前住所地などでの所得証明書が必要です。（乳幼児は不要です。） 

彦根市の福祉医療助成制度のあらまし 
 
乳 幼 児  

幼 児  
 

重度心身障害者（児） 
（３～64歳）

 
 

低 所 得
 

 

ね た き り
 

 

ひとり暮らし 
 

心 身 障 害 者  
 

母 子 家 庭
 

 
 
父 子 家 庭  
 
 
 
ひとり暮らし寡婦  
 
 
重度心身障害等老人 
（65歳以上） 

 
 
重度精神障害者（児） 
（３歳以上） 

通 院 医 療 費 助 成  

対 象 と な る 人  

３歳未満児 

第３子以降の幼児のうち３歳以上の就学前児童 
※入院に係る保険適用分のみ有効 

身体障害者手帳１級～３級の人 
知的障害が重度（療育手帳ＡまたはＡ°）の人 
特別児童扶養手当支給対象児童で１級の人 

所得税を課せられている人、または市民税の所得
割を課せられている人がいない家庭に属する人 

6か月以上寝たきり状態で、今後もその状態が継続
する人 

１年以上ひとり暮らしで、今後もその状態が継続し、
所得が所得限度額以下の人 

知的障害が中度（療育手帳Ｂ°）の人 
身体障害者手帳４級の人 

配偶者のない女子が、18歳未満の児童を現に扶養
しているときの母と児童 

配偶者のない男子が、18歳未満の児童を現に扶養
しているときの父と児童で、所得が所得限度額以
下の人 

配偶者のない女子であって、かつて配偶者のない
女子として18歳未満の児童を扶養していたことの
ある人で、ひとり暮らしの状態が１年以上継続し、
今後もその状態が継続する65歳未満で、所得が所
得限度額以下の人 

老人保健該当者で、身体障害者手帳１級～3級の人 
知的障害が重度（療育手帳ＡまたはＡ°）の人 

 

 
精神障害者保健福祉手帳が１級で、精神障害者通
院医療費公費負担の適用を受け、所得が所得限度
額以下の人（精神障害治療にかかる通院医療のみ） 

申 請 に 必 要 な も の  
健康保険証、印鑑、母子健康手帳 

健康保険証、印鑑、医療機関の発行す
る領収証（保険点数の表示のあるもの） 

健康保険証、印鑑、身体障害者手帳ま
たは療育手帳または特別児童扶養手当
証書 
 
 

健康保険証、印鑑 
（寝たきり、ひとり暮らしは 
　申立書が必要） 

 

健康保険証、印鑑、身体障害者手帳ま
たは療育手帳 

健康保険証、児童扶養手当認定通知書
等、印鑑 

健康保険証、印鑑 
（父子家庭福祉医療証明書が必要）

 
 
 

健康保険証、印鑑 
（ひとり暮らし寡婦申立書が必要） 
 
 

健康保険証、印鑑、老人保健医療受給
者証、身体障害者手帳または療育手帳 

 
 

健康保険証、印鑑、精神障害者保健福
祉手帳、（老人保健医療受給者証） 

今年の８月から、新しく福祉医療制度に加わります 
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運
用
を
開
始
し
ま
す

住
民
基
本
台
帳

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

平
成
14
年
８
月
５
日
か
ら
、
改
正

住
民
基
本
台
帳
法
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
改
正
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
と
行
政
事
務
の
効
率
化
を
推
進

す
る
た
め
、「
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
」（
以
下
こ
の

記
事
で
は
「
住
基
ネ
ッ
ト
」
と
略
し

ま
す
。）
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
ま
す
。

「
住
基
ネ
ッ
ト
」
と
は
？

住
民
基
本
台
帳
は
、
そ
の
市
町
村

に
住
ん
で
住
民
登
録
し
て
い
る
人
の

名
前
や
性
別
、
生
年
月
日
、
住
所
な

ど
を
公
証
し
た
り
、
選
挙
人
名
簿
の

登
録
な
ど
住
民
に
関
す
る
事
務
処
理

の
基
礎
に
な
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

「
住
基
ネ
ッ
ト
」
は
、
全
国
の
市

町
村
と
都
道
府
県
や
国
の
機
関
を
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ん
で
、
住
民
基
本

台
帳
に
関
す
る
事
務
を
市
町
村
の
区

域
を
越
え
て
行
う
こ
と
が
可
能
と
な

り
、
電
子
政
府
・
電
子
自
治
体
の
基

盤
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

全
国
共
通
の

本
人
確
認
が
で
き
る
仕
組
み

今
年
の
８
月
以
降
、「
住
基
ネ
ッ

ト
」
を
使
う
、
全
国
共
通
の
本
人
確

認
が
で
き

る
仕
組
み

が
整
備
さ

れ
て
い
き

ま
す
。
こ

の
仕
組
み

に
よ
り
、

法
律
で
定
め
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
行
政
機
関
な
ど
に
申
請
・
届
出

を
行
う
と
き
に
、
住
民
票
の
写
し
を

と
っ
た
り
、
証
明
を
受
け
に
行
っ
た

り
す
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

住
民
票
コ
ー
ド
を
通
知
し
ま
す

今
回
の
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
住

民
票
に
載
る
事
項
に
「
住
民
票
コ
ー

ド
」
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

無
作
為
に
振
ら
れ
た
11
桁
の
番
号
で

す
。
８
月
５
日
現
在
で
本
市
に
住
民

登
録
の
あ
る
人
に
は
、
８
月
中
旬
ま

で
に
そ
の
番
号
を
郵
送
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
で

サ
ー
ビ
ス
が
広
が
り
ま
す

来
年
の
８
月
か
ら
は
、
希
望
者
に

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
交
付
す
る

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
全
国
ど
こ
の
市
町
村
で
も
住
民

票
の
写
し
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
☎
◯　22　

１
４
１
１
番
内
線
１
２
１
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
◯　22　
１
３
９
８
番

水
遊
び
場
を
開
設
し
ま
す

７
月
20
日
㈷
か
ら
８
月
10
日
㈯
ま

で
、
外
馬
場
公
園
（
京
町
二
丁
目
）
と

多
景
公
園
（
八
坂
町
・
滋
賀
県
立
大
学

西
隣
）
に
水
遊
び
場
を
開
設
し
ま
す
。

自
由
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
す
る
と
き
の
お
願
い

☆
水
遊
び
場
は
幼
児
を
対
象
に
し
て

い
ま
す
。
保
護
者
の
人
は
お
子
さ

ん
の
行
動
に
気
を
つ
け
て
、
い
つ

も
そ
ば
に
い
て
く
だ
さ
い
。

☆
け
が
を
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
、

絶
対
に
土
足
で
入
ら
な
い
で
く
だ

さ
い
。

☆
ペ
ッ
ト
を
中
に
入
れ
た
り
、
洗
っ

た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

☆
水
着
な
ど
、
水
遊
び
に
適
し
た
服

装
で
遊
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
Ｏオ

ー-

１
５
７
が
流
行
し
た
と
き
な

ど
に
は
、
閉
鎖
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

都
市
計
画
課
☎

◯　22　
１
４
１
１
番
内
線
２
５
９
番

児
童
扶
養
手
当
制
度
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

平
成
14
年
８
月
か
ら
、
児
童
扶
養

手
当
の
所
得
制
限
限
度
額
や
、
現
況

届
け
の
記
載
事
項
な
ど
、
制
度
が
改

正
さ
れ
ま
す
。

所
得
制
限
限
度
額
と
手
当
額

・
主
な
改
正
内
容
は
、
次
の
表
の
通

り
で
す
。

・
扶
養
人
数
が
異
な
る
と
こ
れ
ら
の

限
度
額
は
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、

実
際
の
所
得
制
限
や
手
当
額
は
、

収
入
か
ら
定
め
ら
れ
た
控
除
を
し

て
か
ら
計
算
す
る
の
で
、
表
の
と

お
り
に
な
ら
な
い
と
き
が
あ
り
ま

す
。

所
得
の
範
囲
に
つ
い
て

・
母
が
児
童
の
父
親
か
ら
、
児
童
に

つ
い
て
扶
養
義
務
を
履
行
す
る
た

め
の
費
用
と
し
て
受
け
取
る
金
品

な
ど
は
、
そ
の
金
額
の
８
割
を
所

得
と
し
て
取
り
扱
い
ま
す
。

・
税
法
上
の
「
寡
婦
（
一
般
・
特
別
）

控
除
」
は
、
今
年
か
ら
控
除
し
ま

せ
ん
。

平
成
14
年
度
現
況
届
に
つ
い
て

・
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
人

は
、
引
き
続
き
手
当
を
受
け
る
資

格
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

た
め
、「
現
況
届
」
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

・
今
年
か
ら
、
記
載
事
項
が
増
え
た

り
、
新
し
く
提
出
す
る
書
類
が
増

え
た
り
と
い
っ
た
変
更
が
あ
り
ま

す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
提
出
期
間
は
８
月
１
日
㈭
か
ら
８

月
30
日
㈮
で
す
。
昨
年
と
は
変
更

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

・
現
在
県
で
行
っ
て
い
る
児
童
扶
養

手
当
の
支
給
事
務
は
、
８
月
か

ら

児
童
家
庭
課
で
行
い
ま
す
。

・
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
手
当
額
が

減
額
と
な
っ
た
人
を
対
象
に
、
母

子
福
祉
資
金
貸
付
金
か
ら
貸
付
を

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

児
童
家
庭
課

☎
◯　 23　
９
５
９
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
☎
◯　26　

１
７
６
８
番

○所得制限限度額（扶養１人の場合）
＜現　行＞　　　　　　＜改正後＞

全部支給　９０万４千円未満 ➡ ５７万円未満
一部支給　１９２万円未満　 ➡ ２３０万円未満
○手当額（扶養１人の場合）

＜現　行＞　　　　　　＜改正後＞
全部支給　月額　４２,３７０円　➡ 現行どおり
一部支給　月額　２８,３５０円　➡ １万円～４２,３６０円
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就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

受
験
資
格

次
の
①
〜
④
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人

①
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
ま
た
は
就
学

義
務
猶
予
免
除
者
だ
っ
た
人
で
、
平

成
15
年
３
月
31
日
ま
で
に
15
歳
以
上

に
な
る
人

②
保
護
者
が
就
学
さ
せ
る
義
務
の
猶
予

ま
た
は
免
除
を
受
け
ず
、
義
務
教
育

諸
学
校
に
在
学
し
、
平
成
15
年
３
月

31
日
ま
で
に
15
歳
に
達
す
る
児
童
ま

た
は
生
徒
で
、
就
学
さ
せ
る
義
務
の

猶
予
ま
た
は
免
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
理
由
が
あ
る
と
文
部
科
学
大

臣
が
認
め
た
人

③
平
成
15
年
３
月
31
日
ま
で
に
16
歳
以

上
に
な
る
人

④
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人
で
、
平
成

15
年
３
月
31
日
ま
で
に
15
歳
以
上
に

な
る
人

試
験
日

11
月
５
日
㈫

試
験
科
目

国
語
、
社
会
、
数
学
、
理

科
、
外
国
語
（
英
語
、
申
請
に
よ
り

ド
イ
ツ
語
ま
た
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
の

受
験
も
で
き
ま
す
。）

試
験
会
場

滋
賀
県
職
員
会
館
大
ホ
ー

ル
（
大
津
市
）

願
書
受
付
期
間

８
月
１
日
㈭
〜
９
月

２
日
㈪

願
書
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

教
育

委
員
会
学
校
教
育
課
☎
０
７
７-

５
２

８-

４
５
７
３
番

万
葉
集
に
も
歌
わ
れ
た
﹁
鳥
籠
山
﹂
と
﹁
不
知
也
川
﹂。﹁
広
報
ひ
こ
ね
﹂
６
月
１
日
号
の
﹁
表
紙
の

こ
と
ば
﹂
で
は
、﹁
鳥
籠
山
﹂
は
大
堀
山
、﹁
不
知
也
川
﹂
は
芹
川
が
有
力
と
す
る
説
を
紹
介
し
ま
し
た
。

﹁
鳥
籠
山
﹂
と
﹁
不
知
也
川
﹂
に
つ
い
て
は
、
市
内
に
も
複
数
の
有
力
候
補
が
あ
り
、
は
っ
き
り
分

か
ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。

﹁
広
報
ひ
こ
ね
﹂
６
月
１
日
号
を
読
ま
れ
た
市
民
か
ら
、
次
の
よ
う
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

﹁
鳥
籠
山
﹂
と
﹁
不
知
也
川
﹂
は
ど
こ
な
の
か
。
皆
さ
ん
は
ど
う
思
い
ま
す
か
？

﹁
厩

う
ま
や

戸ど

郷ご
う

﹂
の
歴
史
と

﹁
鳥
籠
山
﹂﹁
不
知
也
川
﹂

正
法
寺
町
　
岡
本
　
琢た

く

二じ

さ
ん

左
の
地
図
を
見
て
く
だ
さ
い
。
江
戸
時
代
の

初
め
ご
ろ
に
彦
根
藩
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
と

思
わ
れ
る
絵
図
で

す
。こ
の
絵
図
か
ら
、

現
在
の
正
法
寺
町
の

あ
た
り
に
は
、
過
去

に
数
多
く
の
寺
院
が

建
ち
並
ん
で
い
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
寺
院

は
、
戦
国
の
戦
乱
の

な
か
で
、
織
田
信
長

の
軍
勢
に
よ
っ
て
焼

き
討
ち
さ
れ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
江
戸
時
代
に
な

っ
て
か
ら
も
彦
根
藩

に
よ
っ
て
取
り
壊
し

が
行
わ
れ
、
今
は
全
く
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ

の
な
か
で
、
こ
の
地
域
の
当
時
の
様
子
を
知
る

手
が
か
り
も
、
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

け
れ
ど
も
、
わ
ず
か
に
残
っ
た
古
文
書
や
江

戸
時
代
に
編へ

ん

纂さ
ん

さ
れ
た
地
誌
を
読
む
と
、
思
い

が
け
な
い
過
去
の
姿
を
か
い
ま
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

か
つ
て
正
法
寺
町
を
中
心
と
す
る
一
帯
は
、

聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
「
厩
戸
郷
」
と
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
犬
上
郡
で
い
ち
早
く
開
け
た
こ
の

地
に
「
鳥
籠
の
駅う

ま
や

」
が
設
置
さ
れ
、
６
４
３
年

の
壬じ

ん

申し
ん

の
乱
の
時
に
は
大
き
な
戦
い
の
舞
台
と

な
り
ま
し
た
。

や
が
て
、
天
台
宗
が
こ
の
地
域
に
勢
力
を
伸

ば
し
、
七
堂
伽が

藍ら
ん

を
配
置
し
た
壮
大
な
寺
院
を

建
立
し
ま
し
た
。
山
号
を
鳥
籠
と
す
る
正
法
寺

観
音
堂
を
は
じ
め
、
40
以
上
の
寺
院
に
、
３
千

石
以
上
の
領
地
が
あ
り
、
湖
東
三
山
に
も
並
ぶ

一
大
宗
教
都
市
を
形
成
し
て
い
ま
し
た
。
当
時

の
東
山
道
は
、
中
山
道
よ
り
も
東
側
を
通
っ
て

い
た
と
言
わ
れ
、
旅
人
た
ち
も
、
そ
の
偉
容
を

目
に
し
た
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
１
５
７
１
年
、
織
田
信
長
が
こ

の
一
帯
を
焼
き
討
ち
に
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は

ほ
と
ん
ど
人
の
住
ま
な
い
土
地
と
な
り
、
正
法

寺
村
に
は
焼
け
残
っ
た
資
材
を
使
っ
て
建
て
た

７
軒
が
ひ
っ
そ
り
と
並
ぶ
だ
け
と
な
り
ま
し
た
。

か
つ
て
東
山
道
を
旅
し
た
人
た
ち
は
、
建
ち

並
ぶ
寺
院
の
背
後
に
あ
る
飯い

い

盛も
り

山
を
ど
ん
な
思

い
で
見
上
げ
た
で
し
ょ
う
か
。
古
来
よ
り
多
く

の
歌
人
に
歌
わ
れ
た
「
鳥
籠
山
」「
不
知
也
川
」

が
正
法
寺
町
本
郷
南
に
位
置
す
る
飯
盛
山
と
そ

の
ふ
も
と
を
流
れ
る
川
と
考
え
る
の
は
、
ご
く

自
然
な
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

参
考
文
献

彦
根
市
史
、
彦
根
旧
記
集
成
　
五
号

（
近
江
彦
根
古
代
地
名
記
　
全
）、
春
日
神
社
古

文
書
、
彦
根
近
辺
往
古
聞き

き

書が
き

、
馬
場
平
次
氏
古

文
書
、
淡
海

お

う

み

温
故
録
、
淡
海
録
、
淡
海
木こ

間ま

攫ざ
ら
え

、

旭
森
郷
土
史
、
そ
の
他

岡本家に伝わる、正法寺町付近の絵図（部分）
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設
置
し
ま
し
た

男
女
共
同
参
画
地
域
推
進
員

「
男
女
共
同
参
画
地
域
推
進
員
」

は
、
地
域
で
の
男
女
共
同
参
画
を
進

め
る
た
め
、「
男
女
共
同
参
画
ミ
ニ

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
な
ど
の
実
践
活
動
を

行
い
ま
す
。
行
政
、
市
民
、
事
業
者

の
協
働
に
よ
る
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て
、
各
自
治
会
や

各
種
団
体
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
活

動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

推
進
員
は
、
中
学
校
区
ご
と
に
次

の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

井
　
田
　
好
　
子
（
東
　
　
中
）

吉
　
田
　
徳
一
郎
（
西
　
　
中
）

三
　
宅
　
春
　
代
（
中
央
中
）

阿
　
部
　
美
智
子
（
南
　
　
中
）

岡
　
　
　
一
　
恵
（
彦
根
中
）

一
　
色
　
三
　
郎
（
鳥
居
本
中
）

金
　
田
　
久
　
幸
（
稲
枝
中
）

問
い
合
わ
せ
先

男
女
参
画
課
☎

◯　22　
１
４
１
１
番
内
線
３
６
０
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　22　
１
３
９
８
番

８
月
か
ら
、

地
区
公
民
館
な
ど
の

使
用
料
が
変
わ
り
ま
す

地
区
公
民
館
を
社
会
教
育
、
社
会

福
祉
活
動
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
以

外
で
使
用
す
る
と
き
の
使
用
料
が
、

８
月
１
日
か
ら
左
の
表
の
通
り
変
わ

り
ま
す
。
た
だ
し
、
夜
間
の
使
用
料

に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
高
宮
地
域
文
化
セ
ン
タ
ー

と
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
で
も
、
本
来
の

目
的
以
外
で
施
設
を
利
用
す
る
と
き

の
使
用
料
が
、
８
月
１
日
か
ら
次
の

よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

高
宮
地
域
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
◯　22　
３
５
１
０
番

ホ
ー
ル
　
午
前
　
３
、７
４
０
円

午
後
　
３
、７
４
０
円

夜
間
　
１
、２
４
０
円
　

和
室
　
　
午
前
　
１
、５
０
０
円

午
後
　
１
、５
０
０
円

夜
間
　
４
６
０
円

調
理
実
習
室
午
前
１
、２
１
０
円

午
後
１
、２
１
０
円

夜
間
３
７
０
円

※
和
室
を
半
分
だ
け
使
う
と
き
は
、

半
額
で
す
。
練
習
室
も
、
使
用
料

半
額
で
半
分
だ
け
使
え
ま
す
。

※
「
夜
間
」
と
あ
る
の
は
、
１
時
間

当
た
り
の
使
用
料
で
す
。

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

☎
◯　28　

３
６
４
５
番

ア
リ
ー
ナ
　
午
前
　
２
、０
０
０
円

午
後
　
２
、３
０
０
円

夜
間
　
４
５
０
円

※
「
夜
間
」
と
あ
る
の
は
、
１
時
間

当
た
り
の
使
用
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

各
施
設
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

おわびと訂正 
　「広報ひこね」７月１日号に、次のとおり印刷誤りが

ありました。おわびして訂正します。

①「みんなで考えよう 市町合併」５ページ上段の『滋賀
県が「合併重点支援地域」に指定した地域』の表中、

下から4行目に「守山町」とあるのは「守山市」の誤

りでした。

②「特集・伸び伸び育て　彦根の子」３ページ中段の32

行が、２ページの本文冒頭（１段目から２段目にか

けての32行）と重複していました。３ページ中段は、

正しくは下記のとおりです。

ビ
ス
ト
ロ
フ
ァ
ミ
リ
ー
講
座

親
子
で
調

理
を
楽
し
み
、
手
作
り
の
よ
さ
や
食
生

活
の
大
切
さ
を
学
び
ま
す
。

は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン

パ
ソ
コ
ン
操
作

の
基
本
を
楽
し
み
な
が
ら
学
び
ま
す
。

「
鳴
鶴
書
道
手
習
始
」
で
は
、
親
子
や
姉

妹
で
参
加
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
先

生
の
指
導
を
熱
心
に
聞
き
、筆
づ
か
い
や
、

姿
勢
な
ど
に
気
を
配
る
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、「
も
し
も
ピ
ア
ノ
が
ひ
け
た
な
ら
講

座
」
で
は
、
大
人
が
子
ど
も
た
ち
に
声
を

か
け
な
が
ら
、
い
っ
し
ょ
に
ピ
ア
ノ
を
練

習
し
、和
や
か
な
講
座
に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
区
公
民
館
で
は

青
少
年
関
係
講
座
を
実
施

８
つ
の
地
区
公
民
館
で
は
、
土
曜
日
を

中
心
に
、
子
ど
も
向
け
の
講
座
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
河
瀬
地
区
公
民
館
の

「
子
ど
も
ひ
ろ
ば
」
は
、
地
域
の
将
棋
の

達
人
か
ら
指
導
を
受
け
た
り
、
い
ろ
い
ろ

な
工
作
に
挑
戦
し
た
り
し
て
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
せ
る
催
し
で
す
。

ま
た
、
地
域
の
教
育
力
の
向
上
と
子
ど

も
の
体
験
活
動
を
充
実
す
る
た
め
に
、
各

地
区
公
民
館
に
地
域
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
配
置
し
ま
し
た
。
学
校
や
地
域
の

各
種
団
体
、
サ
ー
ク
ル
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
築
き
、
子
ど
も
の
体
験
活
動
な
ど
に

関
す
る
情
報
の
受
発
信
と
調
整
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
☎
◯　24　
７
９
７
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　 23　
９

１
９
０
番

　公民館名 
問い合わせ先 

稲枝地区公民館 
☎４３-４０４１ 

西 地 区 公 民 館  
☎２４-２９５７ 

東 地 区 公 民 館  
☎２４-４９５１ 

旭森地区公民館 
☎２６-０６７５ 

河瀬地区公民館 
☎２８-１０００ 

中 地 区 公 民 館  
☎２４-０８０１

 
 
鳥居本地区公民館 

☎２６-１９２２ 
 
南 地 区 公 民 館  

☎２５-５１７７ 

部屋名
 

 
大集会室 
調理実習室 

大会議室
 

 

大会議室
 

 

大会議室
 

 

大会議室
 

 
大会議室 
実習室 
調理実習室 
大会議室 
会議室 
大会議室 
実習室 
会議室 
調理実習室 

改正前 
（円） 
３,０００ 
１,０００ 

２,０００
 

 

１,６００ 
 

１,４００ 
 

１,６００ 
 
２,２００ 
１,０００ 
１,１００ 
２,８００ 
１,０００ 
４,５００ 
１,３００ 
１,４００ 
１,０００ 

改正後 
（円） 
３,３００ 
１,１００ 

２,２００
 

 

１,７００ 
 

１,５００ 
 

１,７００ 
 
２,４００ 
１,１００ 
１,２００ 
３,０００ 
１,１００ 
４,９００ 
１,４００ 
１,５００ 
１,１００ 

各地区公民館の使用料（午前・午後） 
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８月４日㈰ ／ひこね市文化プラザ グランドホールほか

9：30～12：00 全体会
○特別報告「自分を好きになるために」

今村　力
りき

さん
○ふれあいコンサート「みんなちがって、みんないい」

野田淳
じゅん

子
こ

さん

※全体会には手話通訳、要約筆記があります。

13：00～15：00 社会教育分野実践交流会

８月５日㈪ ／市内各地区公民館

8：30～12：30 学校教育分野分科会

※車は、できるだけ乗り合わせてお越しください。

問い合わせ先 教育委員会人権教育課
☎24-7971、FAX23-9190

野

田

淳

子
さ
ん

市内には、公民館や個人の家などの一室に
本を並べて開放している「地域文庫」が22か
所（「子ども文庫」７か所、「親子文庫」15か
所）あります。
子どもたちに、本を読む楽しさと地域の文
庫活動を知ってもらうためのイベントです。
日　時 ７月27日㈯13：30～16：30
場　所 市立図書館
内　容 地域文庫の設置場所や活動を紹介す
る展示のほか、次のような盛りだくさんの
お楽しみがあります。
①読み聞かせ「こわいおはなし大集合」
②パネルシアター「ねずみくん」と遊ぼう
③手作りあそびコーナー
大きなシャボン玉作り、ダンボールの迷路
作り、折り紙など
④雑誌リサイクルコーナー
図書館で不要になった雑誌をもらってくだ
さい。
持ち物 はさみ、のり、水筒
参加費 無料
問い合わせ先 市立図書館☎22-0649

新海浜水泳場開設
7月20日㈷～8月18日㈰
松原水泳場開設
7月21日㈰～8月18日㈰

彦根ゆかたまつり
7月28日㈰14：00～21：00
夢京橋キャッスルロード
☆テーマは「ノスタルジックな夏」

彦根七夕まつり2002
8月3日㈯～8日㈭

市内商店街
☆街中を彩る鮮やかな七夕飾り

彦根ばやし総おどり大会
8月8日㈭17：00～21：00
（踊りの時間は19：00～21：00）

各商店街

2002きてみてKIDS
7月20日㈷・21日㈰・22日㈪
期間中の10：00～16：00

☆商店街で小学生があきない体験

鳥人間コンテスト選手権大会
7月27日㈯13：00～日没
28日㈰ 6：00～15：00

松原水泳場

2002彦根大花火大会
8月1日㈭19：30～21：00

彦根港
☆夏の夜空を彩る１万発

彦根万灯流し
8月6日㈫18：00～

芹川堤
☆川面を流れる幻想的な灯火

夕涼み　狂言に親しもう
8月9日㈮18：00～　彦根城博物館能舞台
Ａ席2,000円　Ｂ席1,500円【好評発売中】

彦根城博物館☎22-6100

8広報ひこね　平成14年７月15日

催し物
! ! !



11 広報ひこね　平成14年７月15日

夏
休
み
子
ど
も
お
天
気
教
室

〈
日
時
〉
８
月
28
日
㈬
〔
午
前
の
部
〕

午
前
９
時
30
分
〜
同
11
時
30
分
〔
午

後
の
部
〕
午
後
１
時
〜
同
３
時
（
同

じ
内
容
で
２
回
実
施
し
ま
す
。
た
だ

し
、
台
風
な
ど
で
荒
天
の
場
合
は
中

止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）〈
場
所
〉

彦
根
地
方
気
象
台
（
城
町
二
丁
目
）

〈
内
容
〉気
象
台
内
を
見
学
し
た
り
、

お
天
気
の
お
話
を
聞
い
た
り
し
ま
す

〈
対
象
〉小
学
校
４
〜
６
年
生
お
よ
び

保
護
者
〈
定
員
〉各
回
60
人
（
先
着

順
）
〈
参
加
費
〉無
料
〈
申
込
期
限
〉

８
月
９
日
㈮
（
必
着
）
〈
申
込
方
法
・

問
い
合
わ
せ
先
〉往
復
は
が
き
往
信

の
裏
に
参
加
人
数
、
参
加
者
全
員
の

氏
名
、
小
学
生
の
生
年
月
日
（
誕
生

日
の
天
気
図
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
）、

連
絡
先
の
住
所
・
電
話
番
号
、
参
加

希
望
時
間
帯
（
午
前
・
午
後
・
ど
ち

ら
で
も
よ
い
）
を
、
返
信
の
表
に
も

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
そ
れ
ぞ

れ
書
い
て
彦
根
地
方
気
象
台
「
夏
休

み
こ
ど
も
お
天
気
教
室
」
係
（
〒
５
２

２-

０
０
６
８
　
城
町
二
丁
目
５-

25
）
☎

◯　22　
６
１
４
２
番
へ

学
校
開
放
講
座

彦
根
東
高
等
学
校

民
族
の
歴
史
を
学
ぶ-

国
際
社
会
に
生
き
る

〈
日
時
〉９
月
15
日
㈰
〜
10
月
27
日
㈰

（
毎
週
日
曜
日
・
全
７
回
）
の
午
前
９

時
〜
正
午
〈
場
所
〉彦
根
東
高
等
学

校
（
金
亀
町
）
〈
内
容
〉「
中
国
」「
イ
ラ

ン
、
ト
ル
コ
」「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」「
イ

ン
ド
」「
東
南
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
」

「
イ
ス
ラ
ム
世
界
」「
南
北
ア
メ
リ
カ
」

そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
や
地
域
の
歴
史
の

概
観
を
学
び
ま
す
〈
受
講
料
〉３
、

０
０
０
円
〈
定
員
〉30
人
（
先
着
順
）

〈
申
込
期
限
〉７
月
31
日
㈬

〈
申
込

方
法
・
問
い
合
わ
せ
先
〉電
話
で
彦
根

東
高
校
総
務
課
☎
◯　22　
４
８
０
０
番
へ

「
環
境
に
つ
い
て
」
の

作
品
コ
ン
ク
ー
ル

〈
募
集
す
る
作
品
の
種
類
〉●
絵
画
・

ポ
ス
タ
ー
　
●
作
文
・
論
文
〈
テ

ー
マ
〉環
境
に
つ
い
て
〈
応
募
資
格
〉

ど
な
た
で
も
自
由
に
応
募
で
き
ま
す

〈
応
募
の
き
ま
り
〉①
作
品
の
体
裁
、

形
式
は
自
由
で
す
が
、
未
発
表
ま
た

は
発
表
予
定
の
な
い
も
の
に
限
り
ま

す

②
作
品
に
は
、「
私
た
ち
の
自

然
に
親
し
む
方
法
」「
21
世
紀
の
快

適
な
生
活
環
境
づ
く
り
」「
21
世
紀

の
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
」
な
ど
、

﹃
提
案
タ
イ
ト
ル
﹄
を
付
け
て
く
だ

さ
い
　
③
作
品
に
は
、
氏
名
・
年
齢

・
在
籍
す
る
学
校
名
ま
た
は
勤
務
先

・
住
所
・
電
話
番
号
を
書
い
て
く
だ

さ
い
〈
賞
〉小
学
生
・
中
学
生
・
一

般
（
高
校
生
を
含
む
）
の
各
部
門
ご

と
に
最
優
秀
賞
１
点
、優
秀
賞
２
点
、

佳
作
数
点
を
選
び
賞
状
、
記
念
品
な

ど
を
贈
る
ほ
か
、
応
募
者
全
員
に
参

加
賞
〈
応
募
期
限
〉９
月
10
日
㈫

〈
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
〉彦
根
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
事
務
局
（
〒
５
２
２-

０
０
６
３
　
中
央
町
３-

８
　
彦
根
商
工
会

議
所
３
階
）
☎
◯　 23　
２
１
０
１
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
☎
◯　26　
９
２
７
２
番

放
送
大
学

平
成
14
年
度
第
２
学
期
生

〈
放
送
大
学
の
特
徴
〉【
大
学
（
教
養

学
部
）】
●
国
が
所
管
す
る
正
規
の

通
信
制
大
学
で
す
　
●
入
学
試
験
は

あ
り
ま
せ
ん
　
●
学
部
生
に
は
「
全

科
履
修
生
」「
選
科
履
修
生
」「
科
目

履
修
生
」
の
３
種
類
　
●
「
全
科
履

修
生
」
は
大
学
卒
業
資
格
（「
学
士

号
」）
が
取
得
で
き
ま
す
　
●
「
選
科

・
科
目
履
修
生
」
は
15
歳
以
上
で
あ

れ
ば
だ
れ
で
も
入
学
で
き
ま
す
　
●

幅
広
い
分
野
の
約
３
０
０
科
目
か
ら

学
べ
ま
す
　
【
大
学
院
（
文
化
科
学

研
究
科
）】
●「
修
士
科
目
生
」
は
18

歳
以
上
で
あ
れ
ば
だ
れ
で
も
入
学
で

き
ま
す
　
●
現
職
教
員
の
専
修
免
許

状
取
得
に
利
用
で
き
ま
す
●
「
修
士

全
科
生
」
は
、
入
学
選
考
を
行
い
ま

す
〈
授
業
開
始
〉10
月
〈
願
書
受

付
期
間
〉教
養
学
部
・
大
学
院
修
士

科
目
生
＝（
受
付
中
）
８
月
15
日
㈭

ま
で
、
大
学
院
修
士
全
科
生
＝
９
月

１
日
㈰
〜
同
14
日
㈯

〈
問
い
合
わ

せ
・
資
料
請
求
先
〉放
送
大
学
滋
賀
学

習
セ
ン
タ
ー
（
〒
５
２
０-

２
１
２
３

大
津
市
瀬
田
大
江
町
横
谷
１-

５
龍
谷
大
学

瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス
内
）
☎
０
７
７-

５
４

５-

０
３
６
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７-

５
４
５-

２
０
９
６
番
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジhttp://w

w
w

.u-air.ac.jp/hp

募　集

実用性にすぐれ、環境面でもクリーンな乗り物と
して注目されている自転車。しかし、利用のルール
が守られないことにより放置自転車問題をひきおこ
すなど、迷惑なものとしてもみられています。
昨年度発足した『エコ2自転車とまちづくり委員会』
では、自転車を環境に配慮した安心で快適なまちづ
くりの主役として位置づけるための手法について、
利用の促進と放置の抑制の両面から、市民主体で調
査・研究を行い、「自転車のまちづくり推進に関する
提言書」として市に提出いただきました。
この提言を受け、今年度は「エコサイクルシティ
ひこね」実現に向けての検討課題を整理し、具体的
な行動プランを作成するため、第２期エコ2自転車と
まちづくり委員を募集します。環境に配慮したまち
づくりに意欲のある人の応募をお待ちしています。
応募資格 環境に配慮した自転車のまちづくり推進
に意欲のある人
会議 平成15年３月までに５回程度開催予定
募集人員 ５人（応募者多数の場合は抽選）
募集期間 ７月15日㈪～同25日㈭（土・日曜日は除く）
の8：30～17：15
応募・問い合わせ先 生活環境課☎22-1411（内
線131）、FAX27-0395

日
㈪
〜
８
月
５
日
㈪

〈
申
込
方
法

・
問
い
合
わ
せ
先
〉は
が
き
に
住
所
、

参
加
者
全
員
の
氏
名
、
子
の
学
年
、

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
を
書
い
て
県
立

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
分
室
（
〒
５
２

５-

０
０
３
４
草
津
市
草
津
３
丁
目
14-

75
）

へ
。
電
話
０
７
７-

５
６
７-

５
４
５

０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７-

５
６
６-

０

５
９
３
番
で
も
受
け
付
け
ま
す

日
本
語
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

教
え
る
た
め
の
易
し
い
基
礎
講
座

〈
日
時
〉８
月
17
日
㈯
〜
９
月
７
日
㈯

（
毎
週
土
曜
日
、
全
４
回
）
の
午
後
２

時
〜
同
４
時
〈
場
所
〉中
地
区
公
民

館
（
大
藪
町
）
〈
内
容
〉外
国
人
に
「
外

国
語
と
し
て
の
日
本
語
」
を
教
え
る

方
法
を
、
模
擬
授
業
の
実
演
な
ど
を

通
し
て
分
か
り
や
す
く
教
え
ま
す

〈
対
象
〉日
本
語
を
学
ぼ
う
と
す
る
外

国
人
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
教
え
る
こ

と
に
興
味
、
体
験
の
あ
る
人
　
※
講

座
終
了
後
、
希
望
者
は
Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

ヴ

ォ

イ

ス

日
本
語
教
室
で
活
動
す
る
機
会
が
あ

り
ま
す
〈
定
員
〉30
人
（
先
着
順
）

〈
受
講
料
〉２
、０
０
０
円
〈
申
込
期

限
〉８
月
５
日
㈪

〈
申
込
方
法
・
問

い
合
わ
せ
先
〉は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
あ
れ
ば
Ｆ
Ａ
Ｘ
番

号
、
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
書
い
て

ひ
こ
ね
国
際
交
流
会
Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
日

本
語
教
室
（
〒
５
２
２-

０
０
０
７
　
古

沢
町
７
１
０-

49

片
岡
喜
代
治
方
）
へ
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　 23　
７
８
１
８
番
、E

-m
ail

k-g21074@
estate.ocn.ne.jp

で
も

受
け
付
け
ま
す

再
就
職
を
目
指
す
シ
ニ
ア
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
入
門
講
習
会

〈
日
時
〉８
月
20
日
㈫
〜
同
27
日
㈫
（
土

・
日
曜
日
を
除
く
６
日
間
）
の
午
前

９
時
〜
午
後
０
時
30
分
〈
場
所
〉彦

根
女
子
高
等
学
校
（
芹
川
町
）
〈
対
象
〉

彦
根
市
、
愛
知
郡
、
犬
上
郡
、
近
江

八
幡
市
、
八
日
市
市
、
蒲
生
郡
、
神

崎
郡
在
住
で
再
就
職
を
目
指
す
55
歳

以
上
68
歳
ま
で
の
人
〈
定
員
〉48
人

（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
〈
受

講
料
〉無
料
　
〈
申
込
期
限
〉８
月
８

日
㈭
（
必
着
）
〈
申
込
方
法
・
問
い

合
わ
せ
先
〉往
復
は
が
き
往
信
の
裏

に
講
習
名
（
パ
ソ
コ
ン
）、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
（
生
年
月
日
）、
電
話
番
号

を
、
返
信
の
表
に
も
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
を
そ
れ
ぞ
れ
書
い
て
㈳
滋

賀
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

会
（
〒
５
２
０-

０
０
５
１
　
大
津
市
梅
林

一
丁
目
３-

10
）
☎
０
７
７-

５
２
５-

４
１
２
８
番
へ
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国
際
友
好
都
市
湘
潭
市
へ
の

彦
根
市
友
好
親
善
使
節
団

〈
派
遣
期
間
〉10
月
14
日
㈷
〜
同
20
日

㈰
（
６
泊
７
日
）
〈
派
遣
先
〉中
華
人

民
共
和
国
湖
南
省
湘し

ょ
う

潭た
ん

市
、
陝せ

ん

西せ
い

省

西せ
い

安あ
ん

市
ほ
か
〈
参
加
資
格
〉市
内
在

住
の
18
歳
以
上
（
高
校
生
は
除
く
）
で
、

健
康
で
団
体
行
動
に
協
調
で
き
る
人

〈
定
員
〉10
人
　
※
過
去
に
市
が
主
催

す
る
使
節
団
の
団
員
と
し
て
訪
中
し

た
こ
と
が
な
い
人
を
優
先
し
ま
す
　

〈
参
加
費
〉20
万
円
程
度
（
こ
の
う
ち
、

市
か
ら
５
万
円
の
補
助
が
あ
り
ま
す
）

〈
申
込
期
限
〉８
月
９
日
㈮

〈
申
込

方
法
〉申
込
書
（

国
際
交
流
課
〈
市
役

所
３
階
〉、
市
民
・
国
際
交
流
サ
ロ
ン
〈
市
民

会
館
〉
に
あ
り
ま
す
）
に
応
募
の
動
機
を

４
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
た
作
文
を

添
え
て

国
際
交
流
課
へ
〈
問
い

合
わ
せ
先
〉同
課
☎
◯　22　
１
４
１
１
番

内
線
３
７
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　22　
１
３
９

８
番

親
と
子
の
生
活
講
座

手
づ
く
り
パ
ン
教
室

〈
日
時
〉８
月
５
日
㈪
、
同
７
日
㈬
の

午
前
９
時
〜
正
午
（
同
じ
内
容
で
２

回
実
施
し
ま
す
）
〈
場
所
〉働
く
婦

人
の
家
〈
対
象
〉市
内
に
在
住
、
在

勤
の
人
と
小
学
生
の
親
子
〈
定
員
〉

各
回
15
組
（
申
込
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）
〈
受
講
料
〉１
組
５
０
０
円

※
別
に
教
材
費
（
大
人
１
人
８
０
０

円
、
子
ど
も
１
人
４
０
０
円
）
が
必

要
で
す
〈
申
込
受
付
〉７
月
16
日
㈫

〜
同
23
日
㈫
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
働
く
婦

人
の
家
☎
◯　24　
３
５
２
９
番

夏
休
み
親
子
体
験
セ
ミ
ナ
ー

「
紙
す
き
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

〈
日
時
〉８
月
７
日
㈬
の
午
前
９
時
〜

同
11
時
30
分
、
午
後
２
時
〜
同
４
時

30
分
（
同
じ
内
容
で
２
回
実
施
し
ま

す
）
〈
場
所
〉県
立
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
（
市
役
所
の
隣
・
湖
東
合
同
庁
舎
内
）

〈
内
容
〉①
牛
乳
パ
ッ
ク
か
ら
パ
ル
プ

作
り
　
②
ハ
ガ
キ
の
紙
す
き
体
験

③
清
涼
飲
料
水
の
甘
さ
調
べ
〈
対
象
〉

小
学
校
４
〜
６
年
生
と
そ
の
保
護
者

〈
定
員
〉各
回
10
組
（
先
着
順
）
〈
受

講
料
〉無
料
〈
申
込
期
間
〉７
月
15

募　集

募 集 種 目 

一般曹候補学生 

曹 候 補 士  

男子 ２等陸・ 
海・空士 女子 

航 空 学 生  

推薦 防衛大学校 
学　　　生 一般 

防衛医科大学校学生 

看 護 学 生  

応 募 資 格  

18歳以上24歳未満 

18歳以上27歳未満 

18歳以上27歳未満 

18歳以上27歳未満 

高卒（見込み）以上21歳未満 

高卒（見込み）以上21歳未満 

高卒（見込み）以上21歳未満 

高卒（見込み）以上21歳未満 

高卒（見込み）以上24歳未満 

１次試験日  

9月16日(振)

9月16日(振)

9月22日㈰23日㈷

9月24日㈫ 

9月21日㈯

9月22日㈰23日㈷

11月　9日㈯10日㈰

11月　2日㈯3日㈰

10月22日㈫

受 付 期 間 

8月5日㈪～9月6日㈮

8月5日㈪～9月6日㈮

年間を通じて受付 

8月5日㈪～9月6日㈮

8月5日㈪～9月6日㈮

9月5日㈭～9月9日㈪

9月12日㈭～10月11日㈮

9月12日㈭～10月11日㈮

9月12日㈭～10月11日㈮

自衛官等採用試験  

*推薦については、高等学校長の推薦など別途資格 
　が必要です。 
問い合わせ先　自衛官彦根募集事務所☎26-0587

*

中華人民共和国

湖南省

北京

彦根

湘潭

西安
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５日㈪、12日㈪

日・曜日

２日㈮

３日㈯

１日㈭

６日㈫

７日㈬

８日㈭

13日㈫

９日㈮

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 中 央 部
葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
農 協 鳥 居 本 支 店
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
川 瀬 馬 場 町 農 協 観 光 前
河 瀬 地 区 公 民 館
多 景 保 育 園 横
長 曽 根 町
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部
楡 公 民 館
昭 和 ア ル ミ 茂 賀 ハ イ ツ
広 　 野 　 会 　 館

農 協 福 満 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
オ ー ミ 緑 化 造 園

鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０

１３：２０
１４：１０
１５：００

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【８月前半】

※駐車場での駐車時間は、30～40分間です。

図書館やたちばな号の利用は無料です。

図書館休館日
８月前半

※４月から、一部の区域で収集順を変更してい
ます。収集予定日が３月までと大幅に異なる
場合もありますので、この表で確認くださる
ようお願いします。
※臨時の収集については、早めにお申し込みく
ださい。（臨時の収集は、原則として毎週
火・金曜日に実施します。）
※収集の状況によって、収集日は３日程度前後
することがありますが、ご了承ください。

２日㈮

５日㈪

６日㈫

７日㈬

８日㈭

９日㈮

１２日㈪

１３日㈫

１４日㈬

幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ツ川）、安清、芹、野田山、
正法寺、地蔵、平田（大沢）、西今（松田団地）
松原一丁目、松原二丁目、安清、外、野田山、正法寺、地蔵、平田
（大沢）、西今（松田団地）
原（原町西団地）、西沼波（東部）、和田、外、里根、戸賀、小泉、本
町一丁目、本町二丁目、本町三丁目
山之脇、芹川、幸、大藪、馬場一丁目、馬場二丁目、長曽根、中央
（第１・４部）、銀座、芹橋一丁目（河原二丁目の一部を含む）、芹橋
二丁目
幸、開出今蔵の町団地、八坂東団地、三津、芹川、城町一丁目、城
町二丁目、栄町一丁目、栄町二丁目、池州、中藪一丁目、中藪二丁
目、中藪、西今（松田団地を除く）、開出今団地（第３部）、八坂北
開出今蔵の町団地、八坂東団地、後三条（下）、長曽根南、平田（大
沢を除く）、西今（松田団地を除く）、宇尾、三津屋、海瀬、肥田（西
肥田）
開出今団地（第１部）、後三条（下）、中央（第２・３部）、立花、金亀、
尾末、平田（大沢を除く）、西今（松田団地を除く）、宇尾、野瀬、須
越、肥田（西肥田）
後三条（下）、佐和、大東、旭、船、立花、京町三丁目、平田（大沢
を除く）、野瀬、開出今、須越、出路、田原、金沢（金沢団地）
佐和、立花、後三条（上）、京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、
錦（第１部）、橋向、開出今、竹ケ鼻、須越、上稲葉、下稲葉、本庄、
普光寺、薩摩、田附、新海、金沢（林、中下）

８月前半

日曜納税相談
税務課では、仕事などで平日お忙しい

皆さんのために、毎月１回「日曜納税相談窓
口」を設けて、納付や納税についての相談を
受け付けています。７月は次のとおりですの

で、どうぞご利用ください。
日　時 ７月28日㈰10：00～16：00
場　所 税務課（市役所２階）
問い合わせ先 同課☎22-1411（内線210）
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﹃
わ
た
し
と
人
権
﹄

特
選
作
品
紹
介

第6回 

ち
が
い
を
み
と
め
あ
っ
て

四
年
生
の
と
き
で
し
た
。
私
た
ち

は
一
人
の
も
う
学
校
の
先
生
に
出
会

い
ま
し
た
。
そ
の
先
生
は
目
が
見
え

ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
、

「
こ
の
先
生
す
ご
い
な
ぁ
、
白
杖つ

え

一

本
だ
け
で
歩
け
る
ん
だ
も
ん
。」

と
思
い
な
が
ら
、
私
の
学
校
の
階
だ

ん
を
上
が
っ
て
い
く
先
生
を
見
て
い

ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
先
生
か
ら
た
く
さ
ん

話
を
聞
き
ま
し
た
。

「
目
が
見
え
な
い
の
に
、
ど
う
し
て

そ
ん
な
に
明
る
く
し
て
い
ら
れ
る
ん

で
す
か
？
」

だ
れ
か
が
た
ず
ね
ま
し
た
。
私
も
そ

う
だ
な
ぁ
と
う
な
ず
い
て
い
る
と
、

先
生
は
、

「
暗
く
し
て
い
て
も
、
目
は
見
え
る

よ
う
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
暗
く
し

て
い
て
、
目
が
見
え
る
よ
う
に
な
る

ん
だ
っ
た
ら
、
ず
っ
と
暗
く
し
て
い

る
よ
。」

と
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
、

「
な
ん
て
す
て
き
な
人
な
ん
だ
ろ
う
。」

と
思
い
ま
し
た
。

私
が
も
し
、
目
が
見
え
な
か
っ
た

ら
、
そ
ん
な
ふ
う
に
考
え
て
、
生
き

て
い
け
る
だ
ろ
う
か
。
私
は
不
安
で

何
に
で
も
び
く
び
く
し
て
い
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
私
が
一
番
こ
わ
い
の

は
、「
み
ん
な
と
ち
が
う
」
と
い
う

目
で
す
。
自
分
と
ち
が
う
人
を
見
た

り
、
ち
が
う
こ
と
を
し
て
い
る
人
を

見
る
と
、「
あ
の
人
、
変
だ
よ
」「
お

か
し
い
な
」
と
自
分
と
ち
が
う
こ
と

を
お
も
し
ろ
が
っ
た
り
、
不
思
議
が

っ
た
り
、
そ
し
て
、
し
ま
い
に
遠
ざ

か
っ
た
り
し
て
し
ま
う
と
こ
ろ
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
は
、
前
に
ね
ん
ざ
し
て
、
足
に

ギ
ブ
ス
を
は
め
て
学
校
に
行
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
、
友
達

が
心
配
そ
う
に
、

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？
い
た
い
の
？
」

と
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
で
も
、
何

度
も
何
度
も
同
じ
こ
と
を
聞
か
れ
る

と
少
し
い
や
な
気
持
ち
に
な
っ
た
こ

と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
ろ
う
下
を
歩

く
た
び
、
じ
ろ
じ
ろ
と
見
ら
れ
て
い

る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

ま
わ
り
の
友
達
も
、
そ
し
て
私
も
、

今
の
私
の
体
は
ほ
か
の
人
と
ち
が
う
、

そ
ん
な
見
方
が
あ
っ
て
、
自
分
で
そ

の
ち
が
い
に
び
く
び
く
し
て
い
た
よ

う
に
思
う
の
で
す
。
人
と
の
ち
が
い

が
、何
か
と
て
も
悪
い
こ
と
の
よ
う
に
。

と
こ
ろ
が
、
も
う
学
校
の
先
生
は

ち
が
い
ま
し
た
。
ち
が
い
に
こ
だ
わ

る
の
で
な
く
、
自
分
に
で
き
な
い
こ

と
か
ら
に
げ
る
の
で
も
な
く
、
自
分

ら
し
く
自
分
の
力
で
一
生
け
ん
め
い

生
き
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
て
お
ら

れ
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
人
は
一

人
ひ
と
り
、
顔
や
性
格
が
ち
が
い
ま

す
。み
ん
な
同
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
に
ち
が
う
か
ら
、

み
ん
な
も
っ
て
い
る
力
が
ち
が
う
か

ら
、
お
互
い
に
助
け
合
い
、
お
ぎ
な

い
あ
っ
て
生
き
て
い
く
の
だ
と
思
い

ま
す
。「
み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な

い
い
」「
ち
が
い
」
で
人
を
差
別
す

る
の
で
な
く
、
ち
が
い
を
み
と
め
合

い
、
自
分
や
ま
わ
り
の
人
を
大
切
に

し
て
楽
し
い
毎
日
を
つ
く
っ
て
い
き

た
い
で
す
。
も
う
学
校
の
先
生
に
出

会
っ
て
、
私
は
い
ろ
ん
な
人
の
こ
と

を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私

は
こ
れ
か
ら
も
、
た
く
さ
ん
の
人
と

出
会
っ
て
、
思
い
や
り
の
心
を
育
て

て
い
き
た
い
で
す
。

選
　
評

人
は
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
。
そ
の

違
い
が
認
め
ら
れ
な
い
弱
さ
も
人
に

は
あ
り
ま
す
。
作
者
は
、
盲
学
校
の

先
生
の
言
葉
に
よ
っ
て
、
自
分
の
心

の
弱
さ
と
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
ど
ん
な
困
難
な
状
況

に
あ
ろ
う
と
、
自
分
ら
し
く
明
る
く

生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
も
学
び
ま
し

た
。
自
分
自
身
の
心
を
問
い
直
し
、

よ
り
よ
く
生
き
て
い
こ
う
と
す
る
と

こ
ろ
が
読
み
手
の
心
に
響
き
ま
し
た
。

西岡聡
さと

見
み

さん
（亀山小学校５年=応募時）

佐
さ

古
こ

徳
とく

子
こ

さん
（地蔵町）

６
回
に
わ
た
っ
て
、﹁
は
ー
と
ふ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
２
０
０
１
﹂
の
特
選
作
品

を
掲
載
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
作
品
も
、
人
の
心
を
打
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
者

の
温
か
い
心
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
し
た
。

平
成
14
年
度
も
、
作
品
を
募
集
中
で
す
。︵
詳
し
く
は
﹁
広
報
ひ
こ
ね
﹂
７

月
１
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。︶
多
数
の
ご
応
募
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

人
権
政
策
課
（
市
役
所
３
階
）
☎
◯　22　
１
４
１
１
番
内
線
３

５
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　22　
１
３
９
８
番
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健康管理だより

野

田

隆
り
ゅ
う

稀き

ち
ゃ
ん

︵
鳥
居
本
町
︶

小

林

眞ま

大ひ
ろ

ち
ゃ
ん

︵
原
　
町
︶

永

井

蘭ら

夢む

ち
ゃ
ん

︵
高
宮
町
︶

14広報ひこね　平成14年７月15日

◆
だ
れ
に
で
も
忍
び
寄
る
糖
尿
病

日
本
人
の
食
生
活
が
豊
か
に
な
っ
て
、ま
た
、

車
に
乗
っ
て
歩
か
な
い
楽
な
生
活
に
慣
れ
る
に

従
っ
て
、
現
在
で
は
糖
尿
病
の
患
者
数
は
約
７

０
０
万
人
、
予
備
軍
を
含
め
る
と
約
１
、５
０

０
万
人
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
決
し
て
他ひ

人と

事ご
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
糖
尿
病
が
怖
く
て
酒
が
飲
め
る
か
」
と
強

が
っ
て
い
る
人
、
自
分
だ
け
は
だ
い
じ
ょ
う
ぶ

と
思
っ
て
い
る
人
、
そ
う
で
す
、
あ
な
た
で
す
。

勇
気
を
持
っ
て
検
診
を
受
け
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

「
糖
尿
病
」
と
い
わ
れ
て
も
、
初
め
は
自
覚

症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
多
く

の
人
は
こ
の
病
気
を
無
視
し
が
ち
で
す
。
し
か

し
、
糖
尿
病
が
原
因
で
失
明
す
る
人
は
年
間
約

４
千
人
、
新
た
に
人
工
透
析
を
始
め
る
人
が
年

間
約
１
万
１
千
人
も
い
て
、
失
明
や
人
工
透
析

の
原
因
の
第
１
位
が
糖
尿
病
と
い
う
き
わ
め
て

困
っ
た
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
放
置
す
る
と
動
脈
硬
化
が
ど
ん
ど

ん
進
み
、
実
際
の
年
齢
よ
り
５
歳
も
10
歳
も
年

老
い
た
身
体
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。そ
し
て
、

手
足
が
一
日
中
ジ
ン
ジ
ン
し
び
れ
る
神
経
障

害
、
腕
や
脚
の
切
断
、
ひ
い
て
は
心
筋
梗こ

う

塞そ
く

、

脳
卒
中
な
ど
、
命
に
か
か
わ
る
よ
う
な
恐
ろ
し

い
病
気
を
次
々
と
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
お
気
づ
き
の
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
症

状
が
出
て
か
ら
で
は
大
変
で
す
。

◆
糖
尿
病
の
原
因

糖
尿
病
の
原
因
の
少
な
く
な
い
部
分
を
占
め

る
の
が
生
ま
れ
つ
き
の
体
質
で
す
。
血
の
つ
な

が
っ
た
親
族
に
糖
尿
病
の
人
が
複
数
い
れ
ば
要

注
意
で
す
。
た
だ
し
、
そ
う
い
う
人
が
い
な
く

て
も
「
体
質
的
に
不
摂
生
を
し
て
も
糖
尿
病
に

は
な
ら
な
い
」
と
安
心
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
。

ほ
ん
の
数
十
年
前
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
の
日
本

人
は
耐
貧
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
し
た

か
ら
、
糖
尿
病
の
体
質
を
持
っ
て
い
て
も
発
症

し
な
か
っ
た
人
が
多
か
っ
た
だ
け
な
の
で
す
。

と
は
い
え
、
糖
尿
病
に
な
り
や
す
い
体
質
を
持

っ
て
生
ま
れ
て
き
た
人
が
、
全
員
糖
尿
病
に
な

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
加
齢
、
食
事
や
運

動
の
習
慣
、
ス
ト
レ
ス
と
い
っ
た
体
質
以
外
の

原
因
（
環
境
要
因
）
も
大
き
く
関
与
し
ま
す
の

で
、
こ
れ
ら
の
要
因
を
可
能
な
限
り
少
な
く
で

き
れ
ば
、
発
症
を
防
止
で
き
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
不
幸
に
も
発
症
を
防
止
で
き
な

く
て
も
、進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

そ
れ
だ
け
合
併
症
で
苦
し
む
危
険
性
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
糖
尿
病
の
予
防
と

早
期
診
断
・
早
期
治
療
の
す
す
め

糖
尿
病
は
、
合
併
症
が
進
行
す
る
と
こ
れ
ほ

ど
怖
い
病
気
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
う
ま
く

つ
き
あ
え
ば
大
し
た
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

う
ま
く
つ
き
あ
う
た
め
に
は
、
予
防
と
早
期

発
見
・
早
期
治
療
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
市
民
の

皆
さ
ん
に
ぜ
ひ
と
も
お
薦
め
し
た
い
こ
と
は
、

①
他
人
事
で
は
な
く
、
自
分
自
身
が
自
覚
を
持

っ
て
取
り
組
ま
な
い
と
始
ま
ら
な
い
と
認
識

す
る
こ
と

②
定
期
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と

で
す
。
健
診
や
検
診
で
糖
尿
病
そ
の
も
の
が
発

見
さ
れ
る
場
合
や
、
糖
尿
病
に
な
り
や
す
い
体

質
を
指
摘
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
肥
満
、

食
べ
過
ぎ
、
運
動
不
足
、
お
酒
の
飲
み
過
ぎ
と

い
っ
た
危
険
な
生
活
習
慣
に
つ
い
て
注
意
を
受

け
た
ら
、
決
意
を
持
っ
て
そ
う
し
た
生
活
習
慣

を
改
善
し
ま
し
ょ
う
。
放
置
し
て
、
み
す
み
す

病
気
を
進
行
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
身
も
心
も
、﹃
八
分
目
が

健
康
の
極
意
﹄
な
の

で
す
。
さ
あ
、
今
日

か
ら
糖
尿
病
予
防
、

早
期
発
見
・
早
期
治

療
に
努
め
よ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

▼
８
月
は
15
日
号
を
発
行
し
な
い
た
め
休
載
し
ま
す
。

次
回
︵
９
月
︶
の
テ
ー
マ
は
﹁
が
ん
の
予
防
﹂
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表紙では、「住みたい 住み続けたいま
ち」彦根の表情を写真で紹介しています。
写真をお持ちでない場合は、 情報政策
課広報係で撮影します。☎22-1411（内
線431）へ気軽に連絡してください。

米谷さん（「大学むら」中庭で）

表
紙
の
こ
と
ば

米こ
め

谷た
に

寿じ
ゅ

一い
ち

さ
ん
︵
竹
ケ
鼻
町
︶

竹
ヶ
鼻
町
に
あ
る「
竹
ヶ
鼻
廃は

い

寺じ

遺
跡
」

は
、
白は

く

鳳ほ
う

時
代
に
豪
族
の
寺
院
が
あ
っ
た

所
で
、
付
近
の
小
字
名
に
も
、「
寺
街
道
」

「
薬
師
堂
」「
石い

し

仏ぼ
と
け

」
な
ど
、
関
係
の
あ
り

そ
う
な
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。

現
在
の
竹
ヶ
鼻
近
辺
は
、
お
そ
ら
く
市

内
で
も
最
も
都
市
化
の
激
し
い
所
の
一
つ

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
農
と
住
の
調
和

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
彦
根
市
や

Ｊ
Ａ
な
ど
の
支
援
を
受
け
、
平
成
７
年
に

「
彦
根
市
竹
ヶ
鼻
農
住
組
合
」
が
組
織
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
翌
年
か
ら
約
１
２
０
区

画
の
住
宅
地
と
２
０
０
人
の
大
学
生
が
入

居
で
き
る
「
大
学
む
ら
」
な
ど
が
次
々
と

建
設
さ
れ
、
活
気
あ
ふ
れ
る
新
し
い
ま
ち

が
、
み
る
み
る
う
ち
に
で
き
ま
し
た
。

今
年
か
ら
、
大
学
む
ら
に
30
人
余
り
の

海
外
か
ら
の
留
学
生
も
や
っ
て
き
ま
し

た
。
ほ
ん
の
数
年
前
と
は
見
違
え
る
よ
う

な
風
景
に
、
時
代
の
流
れ
を
感
じ
ま
す
。

今月の納税
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　人と人とのふれあい、会話の第一歩は「あいさつ」です。
子どもも大人も、お互いにあいさつを交わしあいましょう。 
　そして、地域の子どもたちの名前を覚えましょう。 

あいさつは

いきいきと

リズミカルに

スマイル添えて

●あ

●い

●り

●す

合い言葉は「あいりす」

Vol. 12

アイリスは、市の花「はなしょう
ぶ」などアヤメ科の植物の総称です。
彦根のいろいろな地域で、アイリ
スの花が咲くように、あいさつの輪
が広がるようにと願って名づけられ
ました。

※彦根市青少年問題協議会では、
毎月１日（日曜日などの場合は、
翌登校日）を「あいさつの日」
として、市内の小・中学校の
校門などで、子どもたちへの
声かけを実施しています。

※皆さんのまちの「あいさつ運動」
の取組をお知らせください。

連絡・問い合わせ先
教育委員会生涯学習課

☎24-7971、FAX23-9190

５月12日に彦根城城山一帯で開催された
「はーとふるコミュニケーション2002」。
初夏の彦根城の恒例行事となった写生大会
をはじめ、多彩なイベントは、いずれも親
子連れや子どもたちのグループで大にぎわ
いでした。（写真右）

大手門や玄宮
園前などの受付には、参加者一人ひとりに「おはよ
うございます」「すてきな絵を描いてね」と声をか
ける青年会議所のメンバーの姿がありました。好天
にも恵まれ、城山に笑顔とあいさつの輪が広がりま
した。（写真左）
「コミュニケーションで拡

ひろ

がる私たちの未
ゆ

来
め

いざ
出発
た び だ

たん新しい時代の輝く地
ま

域
ち

へ」という、2002
年度彦根青年会議所のスローガンどおりのさわやか
なひとときでした。

㈳彦根青年会議所の取組

（市町村振興宝くじ）

発売期間 ７月22日㈪～８月９日㈮
抽 選 日 ８月20日㈫

この宝くじの収益金は、県内の売上実績により配分
され、㈶滋賀県市町村振興協会を通じて、市町村の災害対策や明る
く住みよいまちづくりに使われます。
宝くじは、県内の宝くじ売り場でお買い求めください。

１等・前
後賞

合わせて
３億円


